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感謝の復活（レビ記23：9-14）
　
人生勝利のための武器はいったい何でしょうか。お金、名誉、権力、地位といったものでしょうか。人生を生きるために必要なものでしょうけれど、それがあるからといって勝利するわけではありません。人生の勝利のための最高の武器は感謝です。しかも、その感謝が何かによって途切れていくようなものではなくて、聖書で言われているとおりのすべてのことに感謝する、その感謝こそが人生勝利のための最高の武器だということを覚えていただきたいと思います。と言いますのは、その感謝ができるのは、結局、クリスチャン以外にはいません。ですから、クリスチャンの皆さんは、人生勝利の主人公であると改めて確認していただきたいと思います。しかし、残念ながらクリスチャンの方々もそのような感謝ではなくて、世の中の人とはまったく違う次元の感謝なのに、同じ感謝にとどまっているので中々、クリスチャンだけに許されている勝利が経験できないのではないでしょうか。
イエス様が、このようにおっしゃいました。良いことがあって感謝する、あまり良くない時にがっかりするということは、普通の人はみなしていることです。よくしてくれる人を愛して、そうじゃない者を憎むということは皆がやっていることではないのか。あなたがたはそれとは違うとおっしゃいました。それがクリスチャンの感謝であり、人生勝利のための鍵となる、武器となる感謝の性格です。そして、そのような感謝があるからこそ、人生のベースそのものも感謝であり、その上にいつもその人の人生が成り立つようになるものです。

今日の聖書の箇所は、イスラエルの民が神様の導きによってカナンの地に、約束通りに入ることになったときに、そこで収穫が手に入ったとき、一番最初の収穫を主にささげることを忘れずに、子孫代々ずっと守りなさいと言われた場面です。それが今日、記念して礼拝をささげている初穂の刈り入れの感謝の礼拝の始まりと意味です。なぜ、神様は初穂の感謝をしなさいと命じられたでしょうか。その初穂の感謝の収穫をもってささげるときに何を考えるのでしょうか。私たちは元々、エジプトの奴隷だったのにそこから救い出され、神様の恵みによって出エジプトした幸いな者だったと思い起こすようになるでしょう。そうでなければ収穫などは期待できないものです。そして、神様の約束どおりカナンの地に入って、このカナンを征服するようになる存在だった。約束の民、契約の民だった。それが単なるキャッチコピーではなくて、本物だったのだということを確認するようになるでしょう。そして、出エジプトして、カナンの制服という約束、また使命とも言えるようなものですが、それを確認すると同時にそのために神様が不可能な環境、状況、条件だったのにもかかわらず、炎の柱、雲の柱、様々な奇跡をもって私たちをここまでしっかりと完璧に導かれたということを確認する時です。そのことを思い起こして、それを感謝しなさい。その感謝こそが勝利の武器であり、その感謝こそがクリスチャンの特権であり、クリスチャンだけに許されている特別な祝福だということを主はおっしゃっているのです。これが昔の話ではなくて、今の私たちにも勝利のために神様はその感謝を求めていらっしゃるし、私たちにとってはその感謝こそが祝福なのでそれを忘れずに、またもしかして何かによって忘れていたとすればそれを回復しなさい。そうでない限りは、どんなに頑張ったとしても、どんなに地位が上がったとしても人生の勝利は期待できない。私はあなたがたを愛しているし、あなたがたが本当の人生の勝利者になることを望んでいるし、またそれを約束して保証しているのだから、あなたがたがそちらの方に行くことを私は望んでいるという意味です。しかし、残念ながらクリスチャンの方々が、今までの人生の様々な内容、また今も流れている世の流れなどをかぶっていてこれに気づかないときが多くあります。それで神様はたまにいろいろな刺激を与えます。おいおい。ちゃんと思い出しなさいよ。今感謝しているの。もしかして感謝を忘れているのではないの。なぜ忘れているのか」「こんなに大変なことがあるから、思いどおりにうまくいかないから」「それは私たちの感謝とは違うのだよ。うまくいかないから感謝できないというのはそこら中の人がやることであって、本当の勝利者の感謝とは違うよ。それにもかかわらず、あなたは感謝せざるをえない祝福の存在でしょう」と神は語りかけていらっしゃるのです。時に今日のような特別な礼拝をもうけることによって毎日そのような感謝をしなければいけないのですが、それを思い起こさせることを神様はしていらっしゃるのです。その感謝こそが私たちの勝利の鍵であることを心に覚えて、それを今の私たちに変えて申し上げますとこのような感謝です。これがクリスチャンの感謝であり、また感謝の基本です。何があってもどんな状況でも感謝をなくさない理由がここにあります。その感謝こそがこのような感謝です。ですから、皆さん、今日はもちろん日々、そして、いろいろな問題の中でもこの感謝を忘れずに感謝をささげるようになっていただきたいと思います。そうすると約束します。暗やみの力が砕かれて、神のみわざが皆さんの歩みに現れるはずです。何かを頑張ろうという前に、まず基本、ベースそのものが感謝になるようにしていただきたいと願います。出エジプトのことを思い起こしたように、「なるほど、神様。私は神様の恵みによって救いの祝福をいただき、だから、神様に感謝します」と。自分が救われたことに感謝することです。この感謝こそがクリスチャンの感謝であり、また感謝の基本であり、すべての不信仰と不満、暗やみの力を打ち破って神の勝利をもたらす感謝です。神様、いろいろな事がありますが、それ以前に私は救われました。救われた神の子どもであることを感謝します。この感謝をぜひ回復していただきたいと思います。

その感謝にはこのような悟り、告白が込められています。神様、今まで私は勘違いの中で生きてきました。ただ自分で一生懸命、頑張ればどうにかなる。そうすると幸せが待っていると思って生きてきましたが違いました。お金さえあれば、経済的に裕福になれば人生が変わるだろうと、そこに幸せが待っているだろうと思って人生を歩いてまいりました。けれども、そうではなかったのです。世の中で皆がうらやむような成功を治めれば、高い地位にしっかり座るようになればそれこそ成功であり、そこに人生の幸せがあると思っていましたが、それが勘違いでした。もし私が神の救いの祝福が分かっていなかったら、この勘違いの中で人生が終わるようになったでしょう。しかし、本当に自分の人生の本当の姿に直面するようになりました。頑張るから、裕福であるから、成功するからの前に、それではまったく通じない自分の人生、自分自身が地獄の勢力に捕らわれて人生を生きていたということを知りませんでした。だから、勘違いの中で今まで人生を頑張ってもがいてまいりました。しかし、それは勘違いでした。神様、神様の救いに感謝します。事実、真相が分かりました。けれども、自分のああだ、こうだということとは関係なく、罪過と罪との中で自分は死んでいたものであったことが分かっていませんでした。実は、自分自身は生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれた存在であったことを分かっていませんでした。その結果、自分の意志とは関係なく、いや自分の意志で、空中の権威を持つ支配者悪魔、サタンが作りだした世の流れ、神さまなんかいらない、神様なくても頑張ればどうにかなるというような世の風潮に従って人生を走ってきた者です。もう失敗しかそこにはありません。結局、そのままであればヘブル9：27に書いてあるように、人生死んで終りではなくて、裁きを受けることが待っている。永遠の地獄に行くしかない運命を抱えて生きてきた者です。ですから、生きることが頑張るか頑張らないかと関係なく、ローマ8：2に書いてあるように、死と罪の原理、つまり、滅びるしかない運命の勢力に捕らわれて生きてきたものです。そこから一歩も出られないような状態でした。それにもかかわらず、私は頑張ればどうにかなるだろうと、人間は努力すれば報われるというささやきに騙されて、裕福になれば経済的に豊かになれば成功を治めればそこに良い人生、幸せな人生、すばらしい人生が待っているという勘違いの中で人生を生きてきて、そのままであれば滅びるしかなかった者でした。私が幸せになる道、自分の人生が本当に変えられるということは他にはありませんでした。それを知らないで勘違いしていたのですが、神様の恵みによって世界中この御名のほかには私たちが救われるべき名としてどのような名も与えられていないということに気づき、つまり、神様はこの地獄の滅びの運命から私を救い出すために唯一の道キリストを約束してキリストを送ってくださったことに気づき、そのキリストに向かわせてくださったことを感謝します。そこにしか救いがないのに、今までは勘違いしていました。それが救いの感謝です。そして、そのキリストの約束は、キリストというのは滅びの運命の力をすべて打ち破って、その裏で操っている空中の権威を持つ支配者悪魔、サタンの頭を踏み砕いて勝利されます。そして、罪によって神から離れていた私たちがまた神様と一緒になれる道でありいのちという方です。そのキリストが実際にこの世に来られました。2千年前に十字架にかけられて私たちのすべての罪を背負って代わりに犠牲になられて、三日目に死の力を打ち破ってよみがえられて今も生きていらっしゃるイエス様こそがそのキリストです。そのイエス様がキリストだという信仰を与えてください。私は救われました。その救いを感謝します。何よりクリスチャンの感謝は、この救いの感謝です。もしも私が神様の恵みによって、「イエスがキリストです。イエスこそが救い主です」という福音が分かっていなかったら、いまだに一生懸命、頑張ればどうにかなるだろうと人生を生きていたでしょう。しかし、神様はその中で私を選び出してこの救いの祝福を与えられました。それを感謝するのです。イエスがキリストだと、この福音のお話を聞いてそれにうなずく信仰の恵みを与えられたことを感謝するのです。そして、神様はこの救いを与えるために私たちは抵抗できないようにそれを難しい言葉で「不可抗力的な恩寵」と言います。そのような恵みをもってこの救いを与えられたことを思い出して感謝するのです。このイエスがキリストだと悟らせてその救いの預からせるために、神様は私たちに苦しみを与えられ問題を与えられました。そうしてまで私たちにこの福音を悟らせようとしていらっしゃったのです。それを感謝するのです。苦しみを通して、問題を通して、人生の本当の姿、人生の限界に気づき、キリストの、イエス様の他には希望がないことに気づくようになったことを感謝します。もしこのような苦しみと問題がなかったとすると、イエス・キリストなんか見向きもしなかったでしょう。だから、苦しみこそ感謝なのです。人間の失敗、限界などを経験させることによって、イエスがキリストであるとこの福音に耳を傾けるようになったのです。限界にぶつかり失敗を経験したことを感謝します。そうしてまで神様は私に救いを与えようとしていらっしゃいました。
この間、東京の新宿で15年間、ホームレスの働きをしていらっしゃった宣教師の方にあってきました。もう限界が来て病気をして6年前に倒れた経験もある方で、神様のいろいろな導きによって会うことができましたが、お話しの中でこういう話が出ました。ホームレスの中でイエスがキリストであるという福音のお話を聞きいれる者がいることを心に考えて働きをしないといけない。別の言葉に変えますと、神様はその人がホームレスになることによって福音を聞くようにしました。ホームレスがいいか悪いかの前に。そうならない限り、この人は福音を受け入れることができない者なので、神はその人を愛してホームレスになるようにまで許されてこの福音を聞かせるようにしていらっしゃるのではないでしょうかと話しました。不可抗力的な神様の恵みです。だから、もしイエスがキリストであるという福音を聞き、イエス・キリストを受け入れてその人が救われるようになれば「神様、ホームレスにしてくださったことを感謝します」と感謝するようになるでしょう。どんな問題が、どのような苦しみがあったでしょうか。感謝してください。そして、そのような私たちにみことばを伝えるために教会を建てて、またそれをお話しする人々を用いて私に救いの祝福を与えられましたことを覚えて感謝します。クリスチャンの勝利の鍵は感謝なのですが、感謝の第一は救われたことを感謝することなのです。これは何があっても消えないものだし、また無くなるものではありません。
それから、初穂の収穫を見ながら、私たちはカナンに入ってカナンを征服するための約束の民なのだということをそこで確認するようになりました。それを思い出して感謝しなさいということです。今の言葉で申し上げると「神様。私に救いを与えられただけではなくて、使命を与えられたことを感謝します」。これがクリスチャンの感謝です。そこら中の人間には見ることができない感謝です。使命を与えられて感謝します。使命がないままの感謝はどのような人生だったでしょうか。私たちもその道を歩いてきました。マタイ6：31-32に書いてあるように、何を食べるか何を飲むか何を着るかがいつも心配でいつもテーマでそれを追い求める人生を生きるしかありませんでした。それから、すこし頑張る人は自分の欲望を達成するために頑張るのです。それが生きる理由です。そして、格好いい理由があります。せいぜい格好いい理由が、社会に貢献するためにという理由をもって人生を生きる立派なすばらしい人間もいます。しかし、それは使命ではありません。神の理由ではありません。社会に貢献して、自分の欲望を達成したとしましょう。何を飲むか食べるかを心配して、それを豊かにいっぱい持つようになったとしましょう。それにもかかわらず世の中は変わりません。それがこの世に役に立つわけではありません。感謝というのは救われることによって、やっとこの世がどういうところなのか見えてくるようになったということです。神様、感謝します。今まではこの世というのは、生計を立てるためのところ、世に対していろいろな理解、見方がありましたが、初めて分かりました。この世は時限爆弾のようなところであり、時間が経つとしばらくしますと滅びることが決まっている城なのです。この世は永遠にずっと続くところではありません。救われた後、初めて見えてきました。この世に終わりがあるということが。しかもそれを知らずに、滅びることも知らずに、皆が神様に背いて偶像崇拝に走り、その結果、様々な苦しみを味わい、災いを避けることができないままひとりひとりは不幸の中を歩くようになるしかないところです。

なぜでしょうか。神様から離れているからです。それが分かって見えてきたのです。先進国なのか、開発途上国なのか、社会的に地位がある、学歴があるかないかと関係ありません。この世は滅びることが決まっているところです。それなのに生きる理由がそれとは全く関係ない内容でしたが、救われた後、神様からこれを見せられて、それから生きる理由が変わります。神様の理由、聖なる理由をもって生きるようになることを感謝します。その理由は、神の国です。暗やみの世界に光が入って来て、その暗やみの王国を打ち破って神の国が臨まれること、それはイエスがキリストですと告白することによって成り立つものです。だから、イエスがキリストであると告白してもらうために正しくお話をしてあげないといけないので、それを福音宣教と言います。神の国のために福音宣教がその方法であり、福音宣教が生きる理由であり、神の理由であり、そしてそれが最高の価値なのです。水一杯も神様に報われるようにと言われるほどの最高の価値です。生きる理由はそれです。そして、それが負担やプレッシャーや義務ではなくて、クリスチャンの私たちにとっては最高の祝福です。何を飲むか食べるかをテーマにして生きるところだったのに、自分の欲望のために生きるところだったのに、せいぜい社会貢献が最高の李湯だと思って生きるところだったのに、この世を生かすための福音宣教、聖なる神の理由、神の国ために生きることができ心から感謝します。この祝福をいただきありがとうございます。私たちは単にこの世の中をたまたま生きる者ではありません。イスラエルの民がカナンの約束があったように、私たちも契約の人生です。あなたがたを通して暗やみに捕らわれてだまされてさまよい苦しみつつ滅びていく魂を私が生かそうではないかという契約が結ばれている幸いな存在です。最高の価値ある人生を生きることができ感謝します。そうでないと方向のないあちこちフラフラする人生になるしかありません。パウロが言いました。私は死んで神の前にキリスト、イエスとともに生きることはずっと幸いなのだ。他に世の中に生きる理由など私にはない。未練などない。子どもを養うために、家庭を守るために、教育のためにといったどんなによい理由を持っていても、それは死の前でみな屈服するしかない理由です。唯一、死の力を打ち破ってそれを乗り越えられるのはイエス・キリストの他にはありません。神の国の他にはありません。そのために生きる者になった。その使命をいただいて心から感謝します。これが感謝です。この感謝は変わらないし消えません。神の契約です。たまたま人生を生きるわけではありません。死にたい、死にたいという人がいるでしょうが死ぬことはできません。生きる確かな理由があるから、その理由を見つけないといけません。その理由を見つけてもらうために今苦しみも許されているかもしれません。プロセスです。これを感謝すること、これこそがクリスチャンの感謝です。世の中の人々と同じレベル、次元の感謝にとどまっていてはいけません。教会がいつまでもその感謝を促すために、その感謝をしてもらうためにここで祝福あれというのはおかしいのです。それは教会ではありません。そのような期待などは全部捨ててください。苦しみも感謝します。どんな状況においても私は救われたものであり、私が生きる理由が最高の価値ある理由をいただいているので感謝します。

そして、初穂の感謝のメインはこれです。この感謝をもって、神様が救われたわたしを通してこの使命を全うできるように完璧に導かれる方なので、その神の導きを感謝することです。これが初穂の感謝の礼拝の意味です。神の導きはどういうものだったでしょうか。この契約、使命、生きる理由を間違いなく全うできるように、超越的な導きをもって導かれる方です。だから、必ず使命を全うできるようになります。時間があまりないので、皆さんご存知のように、出エジプトしてカナンに入るまで荒野を歩いているときに何があったのか、何が起きていたのかご存知ではないでしょうか。絶対不可能な条件、状況ばかりだったのです。しかし、そのすべてを乗り越えて超越して邪魔されずにカナンの地までイスラエルの民を導かれました。超越的な導きというのは、条件、状況、環境などに邪魔されずにということです。そのような導きがあるのでそれを確認して感謝します。これからもそのような導きがることを信じて感謝します。それから、超越的だけではありません。主権的な導きなのです。邪魔されないだけではありません。何回も申し上げているように、邪魔、逆に失敗をもすべて用いて利用してすべてを働かせて益としてくださる導きを神様はなさいます。結局は、神様の御心のままにならないものは何一つありません。その瞬間を見ると、「どうなるの。違うのではないか」ということがいっぱいあるでしょうけれど、それに邪魔されないどころか、今それが神様の仕事なのです。それこそ神様は仕事中なのです。この神の導きを感謝すること、これがクリスチャンの特別な権限であり感謝です。その感謝のものに神様は勝利を与えられます。この感謝があるからこそクリスチャンの私たちは何ものにも邪魔されずに思い煩わずにまことの平安と安らぎをもって祈りようになります。この感謝のところにまことに安らぎというものが生まれます。救い、使命を感謝して、導きを感謝することによって。だから、この導きが分かっているものは、イエス様がおっしゃった言葉を心に留めるようになります。それはあなたがたは知らなくてもいい。環境がどうであれ、条件がどうであれ、どんな邪魔があろうが、たとえあなたが弱い者でも、あなたが失敗をしたとしてもそれが何か。あなたがたは知らなくていい。Only聖霊が臨まれると力を受けます。地の果てにまで私の証人となります。この約束を握って何ものにも揺れずに平安を保ち、だからこそ心配せずに言い訳せずにあきらめずに、使徒1：14に書いてあるように、祈りに専念することになります。祈りに専念するというのは、まことの安らぎの上にあるものです。その真の安らぎは、救いの感謝、使命の感謝、神の導きへの感謝と確信の上に成り立つものです。これこそがクリスチャンの感謝であり基礎です。ベースにならなければなりません。状況、条件、環境が変わるというのは、このベースの上での話です。ベースは変わりません。
結論を申し上げましょう。これからは、このクリスチャン独特の、クリスチャンだけの感謝があるのですが、これをベースにして感謝を優先順位の第一にする習慣を身につけましょう。何かあればすぐにその問題と当たってそれをどうにかしようとする方向に行ってしまうのですが、そうではなくてまず感謝です。何があってもあなたは救われているでしょう。あなたは契約のために生きる存在でしょう。今その問題の中で神様が導いているのではないでしょうか。だから、まず感謝してください。そして、この感謝によって使命を忘れることがないように。必ず使命の方に向けられるように。そして、この感謝とともに、今皆さんに許されている皆さんの現場、今の現場、そこが使命の現場であることを覚えて祈るようにしてください。そして、その時にこの感謝がある時に、できるできない、やれるやれないという概念はこれから全部捨ててください。神様の導きを感謝する者は、できるできないというような概念はありません。神様の計画は何だろうか。神様が臨まれることは何だろうか。その問いかけしかありません。神様の御心であればできないことは何もありません。御心でなければ絶対不可能です。私たちの方から何かの条件によってできるできないというような概念は全部捨てるようにしましょう。なぜなら神様が超越的に、主権的に、導いていらっしゃるからです。使命を全うすることができるために。なのでそのような思いをもって、皆さんの現場から祈りを始めていただきたいと思います。そこが神の約束が成就する使命を全うするための聖なる現場です。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。クリスチャンの私たちが勝利のために、クリスチャンだけに許されている感謝を回復することができるように。そして、それをベースにして、動かないものにして感謝を優先すること、何があっても感謝から始める、そのような習慣を身につけるクリスチャンになり、そして、その感謝の上で現場を使命の目で見て現場のために平安の中で祈ることができるように、神様の導きを祈るクリスチャンになるようにひとりひとりを励ましてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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